
＜資 料 提 供＞ 

平成３０年１２月１２日(水) 

生活環境部自然環境課 

（内線 4260 外線 225-1475） 

いしかわ動物園 

（外線 0761-51-8500） 

 

ライチョウの成鳥の受入れ及び人工飼育の状況について 

 

いしかわ動物園においては、ライチョウの受精卵を受け入れ、人工ふ化を成功

させ、現在、オス３羽を飼育しておりますが、来年春からはライチョウの繁殖に

取り組むため、さらに本年度中にオス・メスの成鳥各１羽を他施設から受け入れ

ることとしています。 

このたび、メスの成鳥の受入日等が決定しましたのでお知らせします。 

また、飼育中のオス３羽については、生後６か月を経過しますので、成育状況

についてもあわせてお知らせいたします。 

 

１ ライチョウの受入れについて 

（１）受入れの概要 

  受入個体：メス １羽（Ｈ２９生まれ・１歳） 

  受 入 日：Ｈ３０年１２月１４日（金） 

  移 送 元：恩賜上野動物園 

  移送方法：いしかわ動物園職員が恩賜上野動物園から車で移送 

午後３時頃の到着を予定していますが、道路交通状況で前後し 

ます 

 

（２）今後の予定 

・メスの成鳥の受入れ後は、環境変化の影響が現れないかを注視しつつ、慎重

に飼育に取り組みます。 

・オスの成鳥については、本年度中の受入れに向けて、引き続き、関係機関と

の調整を行います。 

 

２ ３羽のライチョウの成育状況について 

（１）現在の状況 

個体番号 ふ化日 性別 体長・体重 健康状態 

T-1803 6 月 13日 オス 約 36cm／577ｇ 良好 

T-1805 6 月 13日 オス 約 36cm／654ｇ 良好 

T-1807 6 月 13日 オス 約 36cm／541ｇ 良好 



 

（２）飼育の様子 

３羽の若鳥は、現在、白い冬羽に変わっています。 

既に成鳥オスと同じように鳴き、掃除の際は縄張りの主張のため飼育員を攻

撃する行動も見られています。 

ウサギ用ペレットや小松菜のほか、ヤナギの芽を好んで採食しています。 

 

３ その他 

・今回受け入れのメスを含めて、今後とも慎重に飼育に取り組んでいきます。 

・飼育繁殖技術を確立させることが優先されているため、ライチョウを直接お

見せすることはできませんが、今後とも随時写真・映像を資料提供していきま

す。 

・ライチョウの受入日（１２月１４日）当日は、いしかわ動物園での取材撮影

はできません。受入結果については、別途資料提供を行いますので、ご了承く

ださい。 



＜参考１＞国の取組みの概要  

（１）ライチョウの種の保存の取組み 

環境省が平成２４年度に策定した「ライチョウ保護増殖事業計画」に基づいて、

環境省と連携して公益社団法人日本動物園水族館協会において取組みが開始さ

れ、平成２５年度には「ライチョウ域外保全プロジェクトチーム」を設置。 

※いしかわ動物園も当初からＰＴに参加し、ライチョウの種の保存の取組みに 

貢献してきた。 

（２）ライチョウの飼育・繁殖の取組み 

ライチョウの飼育・繁殖を目的に、環境省事業として、平成２７～２８年度の

２か年にわたり、乗鞍岳において野生下の２２卵の採卵を行い、恩賜上野動物園、

富山市ファミリーパーク、大町山岳博物館の３施設でふ化・飼育の取り組みを開

始。 

（３）人工繁殖の開始 

平成２９年度から上記３施設での人工繁殖を開始し、産卵が順調に進んだこと

から、いしかわ動物園及び那須どうぶつ王国が新たにライチョウ飼育施設に選定

され、受精卵を移動してふ化・飼育する取組みを開始。 

平成３０年度は、（２）の３施設に那須どうぶつ王国を加え、４施設で人工繁

殖に取り組みました。 

 

＜参考２＞いしかわ動物園でのライチョウの種の保存への取組み 

（・H21 年 6 月 白山で約 70 年ぶりにライチョウ（メス）を確認 ） 

・H21 年 11 月 第 10 回ライチョウ会議（東京）で、近縁亜種（スバールバルライチ

ョウ）を使って飼育繁殖技術の確立に努めることが宣言されたこと

を契機に上野動物園から近縁亜種共同繁殖の要請 

・H22 年 9 月 ライチョウ飼育展示施設の着工 

・H22 年 11 月 上野動物園からスバールバルライチョウのオス 2 羽借受 飼育開始 

・H23 年 4 月 ライチョウ飼育展示施設「ライチョウの峰」のオープン 一般公開開

始 

・H24 年 6 月 国内 3 園目となるスバールバルライチョウのヒナ誕生 

・H25 年 7 月 国内 2 園目となるスバールバルライチョウの自然繁殖に成功 

        ※平成 30 年 12 月現在、スバールバルライチョウ 13 羽（オス 7

羽、メス 6 羽）を飼育中 

・H29 年 6 月 全国で４番目のライチョウ飼育施設に選定 

ライチョウの受精卵２卵を受け入れ、１卵が発育中止、１卵がふ化 

（ふ化後４日齢で死亡） 

・H29 年 7 月 

・H30 年 6 月 

 

・H30 年 12 月 

ライチョウの受精卵２卵を受け入れ、２卵とも発育中止 

ライチョウの受精卵３卵を受け入れ、３卵すべてふ化（現在まで順

調に成育） 

来年春からライチョウの繁殖に取り組むため、メスの成鳥を受入れ 

（オスの成鳥については、本年度中の受入れに向け調整中） 

 



＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

＜提供画像・動画について＞ 

・提供画像・動画を受け取るための、ダウンロード専用ＵＲＬをお知らせいたします。 

・ダウンロード可能期間は、本日から３日間です。 

・画像・動画を受け取る方は、下記 URL へアクセスしてください。 

 

画像および動画 

http://xfs.jp/t6DD8 
画像のみ 

http://xfs.jp/5gM4t 

 
・うまくダウンロードできない場合は 、press@ishikawazoo.jp までメールをお送りください。 

 ※17時を過ぎると対応が翌日になる事があります。 

注）提供画像・動画を使用する際には、「いしかわ動物園提供」とクレジットを入れていただき

ますようお願いします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

【提供画像】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いしかわ動物園で飼育中のライチョウのオス 

 

 

【提供動画】 

・飼育中のライチョウの様子 

http://xfs.jp/t6DD8
http://xfs.jp/5gM4t
mailto:press@ishikawazoo.jp

